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争が激しく、応募者の取り合いとなっている。また、
短時間労働者にも社会保険適用となり、以前は人
が集めやすかった扶養範囲内の人の時給が上がり、
派遣社員本人に所得税が発生する103万円の壁を
越えてしまい、採用が難しくなってきている。
　一方の企業側も人口減少に伴い、工場では自動
化を積極的に進めている。今まで手作業で行って
いた業務を自動化し、人材不足の解決を図ってい
る。小泉社長は「人材派遣業は無くならないと思
うが、今後は簡易的な業務の人材需要は減るかも
しれない」と危機感を滲ませる。最近では売上を
維持向上させるため営業活動を改めて強化してい
る。大手にはない細やかな派遣先・派遣社員への
定期的なアフターフォローにも注力し、派遣先と
の信頼関係の構築や、スタッフの就業環境の改善
提案や賃上げ交渉をして差別化を図っている。ま
た、近隣の市町村の入札資格を取り選挙事務の派
遣の入札に参加し実際に請け負うなど新しい分野
にも挑戦している。「人材サービスにも様々な業
種があり、我々がまだ手を出せていない分野も沢
山ある。一つ一つ丁寧に種まきをしていくことで
環境の変化に柔軟に対応していきたい」（小泉社
長）という。
　また同社は昨年、法人向けのキャリアコンサル
ティングをメインとした会社を新たに設立した。
「人口減少の影響や派遣法の改正など今後10年
先を見据え、より専門性の高いサービスを提供し、
社会のニーズに応えていきたい」（同）と意気込
んでいる。

　　　まとめ

　厚生労働省の労働者派遣事業の統計調査や当社が実
施したアンケート調査を概観すると、人口減少は派遣
市場にとってプラス、マイナス両面の影響を及ぼして
いることが分かった。個別企業が派遣する対象業種や
派遣社員の業務内容によって、さらに状況は細分化さ
れると考えるが、今後、さらに人口減少が進んだ時、
どのような現象が発生するのか注視する必要がある。　
　現在、岸田政権はデフレ経済からの脱却、物価上昇
への対策として、国を挙げて賃上げに取組んでいる。
大手企業を中心に賃上げ実施が行われているが、こう
した活動が派遣業界でも進めば、派遣先企業が派遣社
員に依頼するより、自社雇用した方がコストを抑えら
れるという環境が生まれる可能性がある。また派遣
社員の時給が上昇することによって、所得税が発生す
るいわゆる “103万円の壁 ”に従来より早く到達して
しまい、派遣社員が働きたくても働けない状況が生ま
れ、結果的に労働市場が今まで以上に逼迫する恐れも
ある。政府は人口減少が加速度的に進む中で、こうし
た課題の解決に取組む姿勢を強めているが、本格的な
人口減少社会を迎える中で、労働市場をどう維持して
いくのか、早急に対応が求められる。課題の個別対応
に留まらず、家族や夫婦の在り方、日本社会の構造変
化など多面的な取組みが期待される。

小泉和弘社長
保育器、分娩台、検診台等の周産期医
療機器及び、酸素マスク等の医療消耗
品の開発・製造・販売
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ソフトウェア設計技術
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通信用コネクター、ファイバーセン
シングシステム

高品質のアルマイト・めっき・各種表
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さいたま市 経済局商工観光部 産業展開推進課

さいたま市リーディングエッジ企業33社のご紹介

　さいたま市内には、独創性や革新性に優れた技術を持つ研究開発型ものづくり企業が集まっており、
「さいたま市リーディングエッジ企業」として認証されています。
　いずれの認証企業も、光学技術、自動車・航空機部品、情報通信機器、医療機器などの幅広い分野で
世界トップクラスの技術力や市場性を有しており、さいたま市のものづくりを牽引しています。

さいたま市 経済局商工観光部 産業展開推進課
埼玉県さいたま市浦和区常盤 6-4-4
TEL:048-829-1371　https://www.city.saitama.jp
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藤倉コンポジット株式会社（2021年度認証）後藤精工株式会社（2008年度認証）

さいたま市リーディングエッジ企業紹介 ②さいたま市リーディングエッジ企業紹介 ①

創業120年以上の歴史で培った「複合化技術」を武器に
幅広いフィールドで事業を展開

　“超精密” に挑戦し続ける、
ミクロン精度のプレス加工メーカー

　1901 年 10 月に創業した当社は、ゴムと布を貼り合せたゴム
引防水布の日本初のメーカーとしてスタートしました。当初は
軍需産業を中心に技術力を発揮し、その後 120 年を超える歴史
の中で、異素材同士を掛け合わせる「複合化技術」を軸に、自
動車部品、住宅設備機器、医療機器、スポーツ用品などさまざま
な産業の発展に寄与してきました。2019 年 4 月には、「藤倉ゴ
ム工業」から「藤倉コンポジット」へと社名を変更し、ゴムだ
けにとらわれない製品の開発・提供を積極的に進めています。
　2023年3月期売上高は247億8,600万円（連結406億8,700
万円）。東証プライム市場上場。

　1962 年 12 月に設立し、信号機向け部品のプレス加工を手
掛けていた当社は、その後の時代の変化にともない電子部品分
野に進出。現在では、自動車のエアバッグ関連部品やカーエレ
クトロニクス関連のほか、家電製品、パソコン、スマートフォ
ンなどに搭載される電子部品、半導体レーザーなどの製造・販
売を主力としています。
　主要製品である水晶振動子関連では、世界シェア 60％を占
める製品を有するなど高精度なミクロン（1,000 分の 1 ㎜）単
位のオーダーにも対応し、国内外を問わず多くの得意先から高
い信頼を得ています。2020 年には経済産業省「地域未来牽引
企業」にも選定。2022 年 11 月期売上高は 45 億円。

　創業以来長きにわたり培ってきたゴム引布の製造経験に基づく高度
なゴム配合技術を活かし、布・合成樹脂・金属などの異素材と組み合
わせる複合化の技術が最大の強みであり、産業用資材からゴルフ用
カーボンシャフトに至るまで、さまざまな
製品にこれらの技術が用いられています。
　2022 年には、医薬品製造における重要
なシングルユース部素材での高い海外依存
率を改善するため、優れた技術を持つ国
内企業 5 社でパートナーシップ「J-STAC」
を形成しました。今後大きな成長が期待さ
れる医療・医薬分野において、ワクチン・
バイオ医薬・再
生医療などの製
品の開発にも注
力しています。

　プレス加工時に使用する金型の製作のほか、メッキ加工も内製化しており、
通常は複数社にまたがる生産工程も一貫生産体制を構築しています。これに
より量産性を考慮した金型製作や、品質改善への素早い対応、短納期の実現
など、トータルで品質を高めることができ、これが当社最大の強みとなって
います。
　また、コイニング（潰し）加工と言われる、
極めて高い精度を要求される複雑な形状の加工
では、国内初となる連続コイニング技術を実用
化したほか、3 次元立体化成形技術などの独自
ノウハウを活用し、
一般には加工が難
しい素材であって
も、柔軟に対応で
きる高い技術力を
誇っています。

代 表 者：森田健司
創　　業：1901 年 10 月　
資 本 金：38 億 429 万円
本　　社：東京都江東区有明 3-5-7 TOC 有明イーストタワー 10F
国内拠点：大阪支店（大阪市北区）、岩槻工場（さいたま市岩槻区）、
　　　　　 加須工場（埼玉県加須市）、原町工場（福島県南相馬市）など
海外拠点：米国（オハイオ州）、中国（浙江省杭州市）など
従業員数：757 名（2023 年 3 月末日現在）
事業内容：工業用ゴム部品、電気・電子機器、救難救命具等産業資材、
                ゴルフ用シャフトなどの製造販売
https://www.fujikuracomposites.jp/

代 表 者：後藤秀隆
設　　立：1962 年 12 月
資 本 金：5,000 万円
本　　社：さいたま市中央区上峰 3-11-1
国内拠点：福島プロダクトセンター（福島県鏡石町）
海外拠点：中国（上海市）、マレーシア（マラッカ州）、
　　　　　ベトナム（フンイエン市）
従業員数：123 名（2023 年 3 月末日現在）
事業内容：自動車関連部品・携帯電話部品など製造
http://www.gotos.co.jp/

■代表メッセージ
　当社は 120 年という長い月日を
経て、さらに未来へ羽ばたこうとし
ております。今後も、既存のゴム製
品にとらわれず、新市場に製品を送
り込み、広がりをもった未来を創造
していこうと考えています。当社の
経営理念である「技術・創造・いき
いきコミュニケーションを大切にし、人々の安心を支え社
会の豊かさに貢献いたします」をもとに、世の中の人々に
より一層受け入れられる製品を供給し続けてまいります。

■代表メッセージ
　設立以来 60 年以上もの間、社是である

「不可能への挑戦」の精神で、お客様の不
可能を可能にするお手伝いに邁進してき
ました。技術開発型企業として高品質・
高信頼性の製品づくりに取り組み、お取
引先の皆さまから厚い信頼をいただいて
おりますことは光栄の極みです。今後も、社会の役に立つオ
ンリーワン企業を目指し、社員一丸となって、より付加価値
の高い技術者集団として歩んでいこうと考えております。

　 研 究 開 発 の 強 化 に 向 け、
2011 年 1 月に岩槻工場内にエ
ンジニアリングセンターを開
設しており、2013 年には独自
技術による「マグネシウム空気
電池」の研究開発に着手しまし
た。福島県南相馬市の自社工場が東日本大震災で被災
した経験から、2016 年には非常用マグネシウム空気
電池として販売を開始しました。さらに 2022 年から
は、この発電原理を応用した電源不要の液体検知セン
サの開発に取り組み、河川の洪水や建物内の漏水、医
療・介護現場での漏血・排尿など、液体を検知する各
種製品の開発を進めています。

　今後大きく成長が期待される市場として、電
気自動車（EV）分野の事業に注力しており、現
在 は IATF（International Automotive Task 
Force）によって制定された、自動車産業向け品
質マネジメントシステムである国際規格の 2024
年度中の取得に向け、準備に取り組んでいます。
　また、2020 年からは各職場にタブレット端末
を導入し、改善提案や不良報告などを画像や動
画とともに社内で即時共有できる仕組みを構築。
デジタル化や DX のほか、人との共同作業を前提
とした「協働ロボット」の導入による省力化や自
動化に積極的に取り組み、高品質な製品を安心・
安全・安定して製造できる体制の整備に努めて
います。
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■代表メッセージ
　当社は 120 年という長い月日を
経て、さらに未来へ羽ばたこうとし
ております。今後も、既存のゴム製
品にとらわれず、新市場に製品を送
り込み、広がりをもった未来を創造
していこうと考えています。当社の
経営理念である「技術・創造・いき
いきコミュニケーションを大切にし、人々の安心を支え社
会の豊かさに貢献いたします」をもとに、世の中の人々に
より一層受け入れられる製品を供給し続けてまいります。

■代表メッセージ
　設立以来 60 年以上もの間、社是である

「不可能への挑戦」の精神で、お客様の不
可能を可能にするお手伝いに邁進してき
ました。技術開発型企業として高品質・
高信頼性の製品づくりに取り組み、お取
引先の皆さまから厚い信頼をいただいて
おりますことは光栄の極みです。今後も、社会の役に立つオ
ンリーワン企業を目指し、社員一丸となって、より付加価値
の高い技術者集団として歩んでいこうと考えております。

　 研 究 開 発 の 強 化 に 向 け、
2011 年 1 月に岩槻工場内にエ
ンジニアリングセンターを開
設しており、2013 年には独自
技術による「マグネシウム空気
電池」の研究開発に着手しまし
た。福島県南相馬市の自社工場が東日本大震災で被災
した経験から、2016 年には非常用マグネシウム空気
電池として販売を開始しました。さらに 2022 年から
は、この発電原理を応用した電源不要の液体検知セン
サの開発に取り組み、河川の洪水や建物内の漏水、医
療・介護現場での漏血・排尿など、液体を検知する各
種製品の開発を進めています。

　今後大きく成長が期待される市場として、電
気自動車（EV）分野の事業に注力しており、現
在 は IATF（International Automotive Task 
Force）によって制定された、自動車産業向け品
質マネジメントシステムである国際規格の 2024
年度中の取得に向け、準備に取り組んでいます。
　また、2020 年からは各職場にタブレット端末
を導入し、改善提案や不良報告などを画像や動
画とともに社内で即時共有できる仕組みを構築。
デジタル化や DX のほか、人との共同作業を前提
とした「協働ロボット」の導入による省力化や自
動化に積極的に取り組み、高品質な製品を安心・
安全・安定して製造できる体制の整備に努めて
います。
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